
 2022年度 シラバス 日本工学院専門学校

対象 ２年次 開講期 後期 区分 必修 種別 実習 時間数 60 単位 2

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

なりたい自分をつくる   自分の現在の目標確認(レポートによる文章作成）       

資格試験対策   二級建築施工管理技術者資格試験対策       

資格試験対策   二級建築施工管理技術者資格試験対策       

資格試験対策   二級建築施工管理技術者資格試験対策       

資格試験対策   二級建築施工管理技術者資格試験対策       

履修上の注意

この授業では、学生間・教員と学生のコミュニケーションを重視する。キャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳
しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加す
ることを求める。就活においては、自分でも情報を収集し考えること。ただし、授業時数の４分の３以上出席しない者は不合格とす
る。

教科書教材

必要に応じ資料を配布

授業計画

この科目では、学生が、日々活動している社会の中で自分を位置付けること、業種・企業・職種を自分の適性や興味・関心と結びつけ
て理解すること、社会にでてから活動するために必要な能力を具体的にイメージすること、社会や組織で協働することの重要性を理解
することなどができるようになることを目標にしている。

授業方法

目標達成のため下記授業内容詳細により授業を展開する。

成績評価方法

レポート        70%        業務内容の理解度を確認するために実施する
出席状況        20%        時間を守り授業の取り組み度合いを評価する
平常点          10%        積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

担当教員紹介

【岩田】アトリエ事務所で勤務、住宅、美術館、学校など幅広く設計の実務を経験後、独立し設計事務所を運営する。独立後は住宅建
築を中心に医院建築などの設計監理業務を20年行う。
資格:一級建築士、福祉住環境コーディネーター2級

授業概要

この授業では、就職・進路に対する意識を高めること。さらに社会に出る前にスクルを高まるため、資格試験対策の補講として行う。
就職そしてさらに資格を取得することを目的とする。

到達目標

2022年度　日本工学院専門学校

建築設計科

建築演習４

大澤　公仁、岩田　明士 工事管理／建築設計



 2022年度 シラバス 日本工学院専門学校

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回 なりたい自分の確認   社会に出てからの自分の目標確認(レポートによる文章作成）       

卒業制作   卒業制作　作業指導       

卒業制作   卒業制作　作業指導       

卒業制作   卒業制作　作業指導       

卒業制作   卒業制作　作業指導       

卒業制作   卒業制作　作業指導       

選抜講評会   卒業制作　講評会を聴講

プレゼンテーション講義   ポスターコンテスト作品制作（プレゼンテーション能力の向上）       

2022年度　日本工学院専門学校

建築設計科

建築演習４

プレゼンテーション講義   ポスターコンテスト作品制作（プレゼンテーション能力の向上）       

プレゼンテーション講義   ポスターコンテスト作品制作（プレゼンテーション能力の向上）       


